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けるランキングとして、Times Higher Education Supplement (THES)と上海交通大学の
それが世界の２大潮流になって来たと述べている5。よって、ここではそのうちのひと









 ）「総長インタビュー 東大は世界の“上流”となるか： われわれは頂点に手が届く」『中央
公論』2007年２月号、p78.  
5
 第７回私立大学研究フォーラム「国際大学ランキングの実像」（於：早稲田大学、2006 年 10






表２－１：Times Higher Education Supplementによるアジアの大学ランキング 
2006 年 2006年 2005年 
大学名7 国名 
アジア項位 世界項位 世界項位 
1 14 15 北京大学* 中国 
2 19 16 東京大学 日本 
2 19 22 シンガポール国立大学* シンガポール 
4 28 62 清華大学* 中国 
5 29 31 京都大学 日本 
6 33 41 香港大学 香港 
7 50 51 香港中文大学* 香港 
8 57 50 インド工科大学 インド 
9 58 43 香港科学技術大学 香港 
10 61 48 ナンヤン工科大学 シンガポール 
11 63 93 ソウル大学* 韓国 
12 68 84 インド経営大学 インド 
13 70 105 大阪大学 日本 
14 108 114 台湾大学 台湾 
15 116 72 復旦大学* 中国 
16 118 99 東京工業大学 日本 
17 120 215 慶應義塾大学 日本 
18 128 222 九州大学 日本 
18 128 129 名古屋大学 日本 
20 133 157 北海道大学 日本 
21 150 184 高麗大学 韓国 
22 154 178 香港市立大学 香港 
23 158 202 早稲田大学 日本 
24 161 121 チュラロンコン大学* タイ 
25 165 93 中国科学技術大学 中国 
26 168 136 東北大学 日本 
27 179 169 上海交通大学* 中国 
28 180 150 南京大学 中国 
29 181 172 神戸大学 日本 
30 183 192 ジャワハルラル・ネルー大学* インド 
31 185 289 マレーシア・ケバンサン大学 マレーシア 
32 192 169 マラヤ大学* マレーシア 
33 198 143 韓国科学技術院 韓国 











付けをしてしまうのは、いささか問題なしとしない。金子は 1996から 2000 年まで、






















                                                 
8
 原著は Altbach, Philip G (1989) ”From Dependence to Autonomy: The Development of Asian 



























































                                                 




 同書 p13. 
12
 同書 p16. 
13
 同書 p122. 後述の読売新聞は全く逆の見解である。 
14
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  1993 年 1998 年 2002 年 
普通高等教育機関（本科・専科） 2,535,500 3,408,700 9,033,600 
成人高等教育機関（本科・専科） 1,862,900 2,822,200 5,591,600 






 熊によれば、1997 年に 1,200校以上あった民弁高等教育機関のうち、国家が承認する

















                                                 
20
 元の表に記されていないため、100 名未満の数値は捨象した。 
21
 同書 p261. 
22




























                                                 
23
 同書 pp86-102. 
24
 同書 pp334-339. 
25
 同書 p38. 
26
 同書 p2. 
27


















  2000年 2001 年 2002 年 
入学定員 28,525 28,200 29,220 
不足人員 -4,564 -2,232 -4,440 








                                                 
28
 同書 p106. 
29原著は Sloper, David & Le Thac Can  (1995) ”Higher Education in Vietnam: Change and Response,” 






















に加え、拙著“The Impact of Middle Class and Open University Graduates in 













ある IIT（筆者注：Indian Institute of Technology＝インド工科大学のこと）では、
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36 大西（2004）「日本と ASEAN の未来」神戸大学懸賞論文 
37
 同書 pp2-5. 
38
 同書 pp2-5. 
39
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 同書 p13. 
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アジア 2,542 837 1,139 209 4,727 
中近東 15 0 12 4 31 
アフリカ 5 4 22 5 36 
オセアニア 1,232 1,430 538 51 3,251 
北米 2,653 2,346 2,281 180 7,460 
中南米 27 35 85 18 165 
ヨーロッパ 1,827 1,511 1,444 237 5,019 
計 8,301 6,163 5,521 704 20,689 








                                                 
44  以下 JASSOの説明。この調査でいう「協定等」とは、両大学長、学部長等の捺印又はサイン
を交わした正式文書だけではなく、正式文書としては両大学取り交わしていなくても、派遣に関
わる事務文書が大学等に存在し、交流実績がある取決め又は覚書等も含む。 








項位 国名 留学生数（人） 
1 アメリカ 5,584 
2 オーストラリア 2,395 
3 中国 2,223 
4 イギリス 2,127 
5 カナダ 1,876 
6 韓国 1,305 
7 ニュージーランド 852 
8 フランス 832 
9 ドイツ 757 
10 スペイン 399 
（出典：2007 年１月 JASSO 発表「（協定留学による）主な留学先」統計） 
 
 前頁の表２－５は同じ JASSO の統計で、日本人協定留学生数を国別に見たものである。







指しているのだろうか。2006年 11月 26日の読売新聞（東京版９面）は、「求む！ 日
本人学生」と題して、日本人の海外留学者数を各大陸・地域別に紹介している。それに
よれば、多いところから項に、北米 42,295 人、次いでアジアの 16,028 人となっており、
大陸・地域別に見れば第２位である。因みにその他の項位は、欧州 12,151 人、オセア
ニア 4,028 人、中南米 32 人、中東 17 人となっている46。上の協定留学では、北米への
日本人留学生数はアジアへのそれの 1.58倍に過ぎなかったが、この統計では（年度は
違うものの）2.64 倍にもなっており、上記で予想した通りその差が拡大している。 
                                                 
46














アメリカ（2005/2006）  中国（2003） 
No. 国名 留学者数  No. 国名 留学者数 
1 インド 76,503   1 韓国 35,353  
2 中国 62,582   2 日本 12,765  
3 韓国 58,847   3 アメリカ 3,693  
4 日本 38,712   4 ベトナム 3,478  
5 カナダ 28,202   5 インドネシア 2,563  
6 台湾 27,876   6 台湾 1,554  
7 メキシコ 13,931   7 ドイツ 1,280  
・ ・ ・  ・ ・ ・ 
・ ・ ・  ・ ・ ・ 
・ ・ ・  ・ ・ ・ 
計 130か国 564,766人  計 175 か国 77,715 人 
（出典：アメリカは Institute of Educationの下記ウエブサイト
http://opendoors.iienetwork.org/  中国は政府教育省のウエブサイト 
http://www.moe.edu.cn/english/index.htm） 
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韓国                   12,314           2,486  20.2 ２位 
インド                    8,145              65  0.8 ８位以下 
インドネシア                    1,763             151  9.0 ３位 
シンガポール 学部だけで 9,000 人超 不明 不明 ５位以下 
マレーシア                    5,239              21  0.4 ７位以下 









大学との MBAや MOTダブルディグリー・プログラムである。 
                                                 
49
 本調査は調査対象各国の統計に基づいており、いずれも発行年は 2003 年。 
50

























                                                 
51
 同書 pp12-13. 
52
 同書 pp14-15. 
53
 同書 pp16-17. 
54
 同書 pp14-15. 
55
 同書 pp16-17. 
56
 同書 p19. 
57
 同書 pp10-13. 
58
 同書 pp6-9. 
59
 同書 pp14-17. 
60



























模の拡大」については、2007 年に留学生受け入れ総数 12 万人という目標を掲げている。
重点国・地域は特にない62。 
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 同書 pp10-13. 
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 前掲書 p7. 
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いて紹介している72。中国では Chinese Association of Universities and Colleges 
for Foreign Student Affairs (CAFSA)、韓国では Korean Association of 
International Educators (KAIE)及び Korean Association of Foreign Student 
Administrators (KAFSA)、そしてタイでは Thai Association of Foreign Student 
Affairs (TAFSA)がそれで、項に 1989 年、1998年、1999年、2000 年の設立である73。   
これらの機関の構成メンバーは、主に大学や短大、専門学校で留学生受け入れを担当
する職員や教員であるが、それぞれ参加資格に微妙な差異がある。例えば個人でも自由
に参加可能な KAIE に対して、CAFSA では留学生受け入れ実績のある大学のみをその会
員としており、2004 年現在の参加校は約 250にのぼるという。 
                                                 
72
 同書 pp333-336. 
73因みにこれらの機関はいずれも、1948年にアメリカで設立された同様の専門職団体
Association of International Educators (NAFSA)を模範としており、日本にも 1968年設立の
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 同書 p21. 
75
 同書 p22. 
76
 同書 p23. 
77




























                                                 
78
 同書 p117. 
79
 同書 p14. 
80
 タイへの大学院留学体験を報告した拙稿（大西 2006）も是非参照されたい。 
81
 同書 pp18-19. 
82
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  男子学生（平均値）   女子学生（平均値） 
  活動前 変化 活動後  活動前 変化 活動後 
大学名 3.71 ↓ 3.53  3.75 ↓ 3.66 
授業内容 2.53 ↓ 2.24  2.75 ↓ 2.69 
成績 2.88 ↓ 2.00  2.91 ↑ 3.00 
課外活動 3.94 ↓ 3.63  3.58 ↓ 3.32 
資格 2.12 → 2.12  2.63 ↑ 2.75 
大学関係の友人 3.29 ↓ 3.12  3.41 ↓ 2.22 
個人的な縁故 2.69 ↓ 2.25  2.75 ↓ 2.47 
体格・容姿 3.76 ↓ 2.82  3.41 ↓ 2.78 
大学就職部 3.71 ↓ 3.47  4.19 ↓ 3.69 
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 同書 pp107-115. 
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 同書 pp162-163. 
89
 同書 pp176-177. 
90




































































































 同書 p81. 
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94
 日本労働研究機構によれば、これらの差は 2 検定によって調整済み残差を算出し、その値＋
1.7 以上であれば人気大、-1.7 以下であれば人気薄とした、とのこと。 
 40 






































































































































                                                 
95
 調査対象者数 1,543 件、全回答者 12,829 件。2005 年１月及び２月調査実施。 
96
















































































































































































帰無仮説 BA PPH :0  
対立仮説 BA PPH :1  
 
となる。ここで、 AP  と BP  はそれぞれのグループの百分率を表す。今、 An 及び





























以上となる確率が最終的に求める p 値である。この p 値を用いて、通常利用される過誤
率（有意差、または有意水準）５％或いは同 10％での判定結果を示す。つまり、 
 
p 値が過誤率（例えば５％＝0.05）以下の時 → 帰無仮説 0H を棄却する。 







ミー変数を投入した場合と同じようにして、目的変数 y 及び説明変数 x に関して次のよ
うな回帰式を得る（説明変数 x の数は場合によって違う）。 
 
..................54321  fxexdxcxbxay  
 
 この回帰式を判別式として使うことにより、 y ＞０ならば、観測対象はＡグループに





利用する。この手法における帰無仮説 0H と対立仮説 1H は以下のようになる。 
 
帰無仮説 0H ：２つのグループでデータの中心位置は同じ 
対立仮説 1H ：２つのグループでデータの中心位置は同じでない（つまりずれている） 








検定の数値表でパーセント点（ NV 、 NV ）とW とを比較し、上記の仮説に関する判定
を下す。通常は過誤率５％が用いられるので、両側確率の場合には、 
 
W ≦ NV (0.025
99) の時        → 帰無仮説 0H を棄却する。 
W ≧ NV (0.025) の時        → 帰無仮説 0H を棄却する。 




A：対立仮説 1H ：グループ B の中心位置は Aより右にずれている。 
W ≧ NV (0.05) の時        → 帰無仮説 0H を棄却する。 
W ＜ NV (0.05) の時        → 帰無仮説 0H を棄却しない。 
B：対立仮説 1H ：グループ B の中心位置は Aより左にずれている。 
W ≦ NV (0.05) の時        → 帰無仮説 0H を棄却する。 
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回答を寄せた 89 社のうち、回答拒否及び回答不能通告各１社を除いた、計 87 社を有
効回答とした。業種ごとに多いものからまとめると、以下のようになる。 
 


























































人超 3,000 人までの企業で 26社（29.89%）である。円グラフで表すと以下のようにな
る。 
 
                                                 
104
 2005 年８月現在。 
105
 この中には従業員 100 人以下のいわゆる小企業が４社含まれる。なお、厚生労働省などが通




















ると回答した企業は 22 社（25.3％）、アジア留学組のそれは 13 社（14.9％）であった。
現に実施している企業数に限れば、一見したところ両者には差があるようにも思える。








  製造業（44） 非製造業（43） 
欧米留学 15 7 


























実施済 13 3 6 22 
予定なし 0 45 3 48 
検討中 0 4 13 17 











































  係数 標準誤差 t  P-値 下限 95% 上限 95% 
切片 -0.875 0.091588 -9.55368 4.09E-15 -1.0571 -0.6929 




xy 516026.1875.0   
 
























  係数 標準誤差 t  P-値 下限 95% 上限 95% 
切片 -0.62999 0.121822 -5.17136 1.61E-06 -0.87233 -0.38764 
X 値 1 1.649033 0.13903 11.86098 1.79E-19 1.372457 1.925608 
X 値 2 -0.19339 0.135038 -1.43215 0.155902 -0.46203 0.075239 
X 値 3 -0.45545 0.158036 -2.88194 0.005044 -0.76983 -0.14107 




4321 27965.045545.019339.0649033.162999.0 xxxxy   
 
この時、 y はアジア留学経験者を採用している企業群、X 値 1（ 1x ）は欧米留学経験者
を採用している企業群、X値 2（ 2x ）は製造業であること、X値 3（ 3x ）は従業員が












  X 値 1 X 値 2 X 値 3 X 値 4 Y 値 
X 値 1 1 0.243893 0.168884 0.060508 0.768765 
X 値 2 0.243893 1 -0.0075 -0.00669 0.107779 
X 値 3 0.168884 -0.0075 1 -0.37982 -0.02354 
X 値 4 0.060508 -0.00669 -0.37982 1 0.008058 


















































            欧 米                   アジア 
項




位 国 名 企業数 
割合
(%) 
1 アメリカ 30 43.48  1 中国 14 45.16 
2 イギリス 16 23.19  2 韓国 5 16.13 
3 オーストラリア 5 7.25  3 台湾 3 9.68 
4 フランス 4 5.80  4 香港 2 6.45 
5 カナダ 3 4.35  4 マレーシア 2 6.45 
6 ドイツ 3 4.35  6 シンガポール 1 3.23 
7 ニュージーランド 0 0.00  6 ベトナム 1 3.23 
7 スペイン 0 0.00  7 インド 0 0.00 
7 イタリア 0 0.00  7 タイ 0 0.00 
  その他 8 11.59    その他 3 9.68 
                 



































 欧米   アジア 
  企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
気にする 4 8.16  3 12.50 
気にしないが、採用は有名大卒多い 9 18.37  5 20.83 
気にしないし、採用結果も関係ない 36 73.47  16 66.67 
           











 欧米   アジア 
  企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
気にする 3 12.50  3 12.50 
気にしないが、採用は有名大卒多い 7 29.17  5 20.83 
気にしないし、採用結果も関係ない 14 58.33  16 66.67 
           


























 欧米   アジア 
専攻分野・学校形態 企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
ビジネススクール 6 15.00  3 10.34 
ロースクール 2 5.00  1 3.45 
語学・通訳 6 15.00  6 20.69 
その他人文・社会科学 6 15.00  4 13.79 
IT/理工学系 4 10.00  3 10.34 
バイオ・化学・薬学系 2 5.00  1 3.45 
その他自然科学系 2 5.00  0 0.00 
特に気にしない 12 30.00  11 37.93 
           



















専攻分野・学校形態 企業数 割合(%) 
ビジネススクール 5 11.11 
ロースクール 0 0.00 
語学・通訳 5 11.11 
その他人文・社会科学 6 13.33 
IT/理工学系 10 22.22 
バイオ・化学・薬学系 4 8.89 
その他自然科学系 4 8.89 
特に気にしない 11 24.44 
      
















































 欧米   アジア 
専攻分野・学校形態 企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
ビジネススクール 11 12.94  3 10.34 
ロースクール 2 2.35  1 3.45 
語学・通訳 11 12.94  6 20.69 
その他人文・社会科学 12 14.12  4 13.79 
IT/理工学系 14 16.47  3 10.34 
バイオ・化学・薬学系 6 7.06  1 3.45 
その他自然科学系 6 7.06  0 0.00 
特に気にしない 23 27.06  11 37.93 
           














 欧米   アジア 
専攻分野・学校形態 企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
語学力 19 29.69  18 29.03 
留学した国・地域に関する知識 6 9.38  8 12.90 
交渉力 3 4.69  3 4.84 
一般的コミュニケーション能力 6 9.38  5 8.06 
専門知識 2 3.13  1 1.61 
発想の柔軟さ 3 4.69  2 3.23 
異文化への適忚力 7 10.94  8 12.90 
向上心、チャレンジ精神 13 20.31  12 19.35 
協調性 0 0.00  0 0.00 
調査・研究能力 1 1.56  1 1.61 
先進性 1 1.56  1 1.61 
人脈 1 1.56  1 1.61 
わからない、特にない 1 1.56  1 1.61 
その他 1 1.56  1 1.61 












専攻分野・学校形態 企業数 割合(%) 
語学力 18 24.32 
留学した国・地域に関する知識 2 2.70 
交渉力 5 6.76 
一般的コミュニケーション能力 11 14.86 
専門知識 2 2.70 
発想の柔軟さ 3 4.05 
異文化への適忚力 7 9.46 
向上心、チャレンジ精神 20 27.03 
協調性 1 1.35 
調査・研究能力 2 2.70 
先進性 2 2.70 
人脈 0 0.00 
わからない、特にない 1 1.35 
その他 0 0.00 









第１位 留学した国・地域に関する知識 差 10.20％ 
第２位 語学力            差 4.71％ 
第３位 異文化への適忚力       差 3.44％ 




第１位 向上心・チャレンジ精神           差 7.67％ 
第２位 語学など以外の一般的コミュニケーション能力 差 6.80％ 
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 欧米   アジア 
専攻分野・学校形態 企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
語学力 37 26.81  18 29.03 
留学した国・地域に関する知識 8 5.80  8 12.90 
交渉力 8 5.80  3 4.84 
一般的コミュニケーション能力 17 12.32  5 8.06 
専門知識 4 2.90  1 1.61 
発想の柔軟さ 6 4.35  2 3.23 
異文化への適忚力 14 10.14  8 12.90 
向上心、チャレンジ精神 33 23.91  12 19.35 
協調性 1 0.72  0 0.00 
調査・研究能力 3 2.17  1 1.61 
先進性 3 2.17  1 1.61 
人脈 1 0.72  1 1.61 
わからない、特にない 2 1.45  1 1.61 
その他 1 0.72  1 1.61 
           

















は 2.14 点となり、両者の差は無視出来るほど小さい。 
 
表４－12－１：短期語学留学への評価（アジア留学採用企業） 
 欧米   アジア 
  企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
大いに評価 5 22.73  4 18.18 
尐しは評価 16 72.73  17 77.27 
余り評価せず 1 4.55  1 4.55 
全く評価せず 0 0.00  0 0.00 
           









  企業数 割合(%) 
大いに評価 6 22.22 
尐しは評価 10 37.04 
余り評価せず 10 37.04 
全く評価せず 1 3.70 
      












 欧米   アジア 
  企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
大いに評価 11 22.45  4 18.18 
尐しは評価 26 53.06  17 77.27 
余り評価せず 11 22.45  1 4.55 
全く評価せず 1 2.04  0 0.00 
           














 欧米   アジア 
  企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
気にする 12 14.29  11 13.10 
気にしない 42 50.00  41 48.81 
どちらとも言えない 30 35.71  32 38.10 
           




















 採用の必要性   能力への評価 
  企業数 割合(%)  企業数 割合(%) 
かなり上（５点） 2 3.45  0 0.00 
尐し上（４点） 3 5.17  0 0.00 
同程度（３点） 49 84.48  45 93.75 
尐し下（２点） 4 6.90  3 6.25 
かなり下（１点） 0 0.00  0 0.00 
           












ので、帰無仮説 0H と対立仮説 1H は以下のようになる。 
 
帰無仮説 0H ：２つのグループでデータの中心位置は同じ 
対立仮説 1H ：グループＢ（アジア留学）の中心位置は、グループＡ（欧米留学）より 









































 大切なのは自己の目的意識（建設・従業員数 12,000 人台） 
 グローバル化した社会のため、視野の広い人材は必要（小売・従業員数 1,000 人
台） 
 アジアの大学に望むのは、日米欧などと同等の GPA を証明してくれること、また、
日本の大学との交換留学などを積極推進し、日本語に強いアジア人を増やしてく

















１）インタビュー実施期間：2006年２月 27日～2007 年２月 13日 
２）インタビューに忚じてくれた人の数：実数 33名、のべ 36名114 
３）男女別：男性 17名、女性 16名（以上実数） 
４）年齢別：20代 11名、30代 14名、40代６名、50 代２名（以上実数） 
５）留学先：10か国および２地域 
   ―具体的な国・地域名：中国、香港、インド、インドネシア、韓国、マレー    
              シア、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、台 
              湾、タイ、ベトナム（アルファベット項） 
６）留学目的別115：語学留学９名、学位取得目的以外正規留学11614名 
         学位取得目的正規留学 10名（以上実数） 
７）質問頄目提示の時期：面接でのインタビューの際は、回答者から事前に特に要求の  
            ない限り、その場で初めて質問を提示した。但し、メールで 








    学生等：アジアへの留学経験を仕事上どのように役立てたいですか。 
Ｑ６. アジア留学を目指す若い人たちへメッセージをどうぞ。 











  所  属117：専門商社 
  肩  書：社員 
  留学先 ：復旦大学（中国） 
  留学形態：語学留学 
  留学期間：1997 年９月～1999 年 12 月 


























































  所  属：中国料理太湖飯店 






























































３．岡本聡子（20 代、女性）   
所  属：ジェネラル・エレクトリック（GE）社 
リーダーシップ養成プログラム（ECLP）就職内定 
  肩  書：なし 
  留学先 ：中欧国際工商学院（中国） 
  留学形態：経営学修士課程（MBA）への正規留学 
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   ４. 石川文一氏（40代、男性） 
     所  属：三菱東京 UFJ 銀行 
     肩  書：国際業務部 中国業務支援室 上席調査役 
     留学先 ：北京大学（中国） 
     留学形態：語学留学 
     留学期間：1991 年９月～1992年７月 
























































































     所  属：株式会社ケー・インターナショナル 
     肩  書：取締役 
留学先 ：北京語言学院、北京大学（いずれも中国） 
  留学形態：語学留学および歴史学部への正規留学 
  留学期間：1983 年９月～1988 年５月 
























































































  所  属：紅洋海運株式会社 
  肩  書：舶用資材本部 営業部主任 
留学先 ：上海交通大学（中国） 
  留学形態：語学留学 
  留学期間：2002 年９月～2003 年６月 
























































































  所  属：くろーばー（NGO） 
  肩  書：事務局長（他にフリーランス通訳） 
  留学先 ：北京大学、北京第二外国語学院 
対外経済貿易大学（いずれも中国） 
  留学形態：語学留学 
  留学期間：1993 年３月と 1994 年３月（北京大） 
1995年８月～1995 年 11月（北京第二外国語学院） 
1998年８月～1999 年１月（対外経済貿易大学） 





















































































  所  属：日立マクセル株式会社 本店経理部 
  肩  書：社員 
留学先 ：西北大学（中国） 
  留学形態：語学留学兹政治学科聴講生 
留学期間：2004年８月～2005年８月 
























































































  所  属：専門商社 海外営業部 
  肩  書：社員（営業補助） 
留学先 ：中国人民大学（中国） 
  留学形態：交換留学 
留学期間：2004年９月～2005年７月 

























































  所  属：民間企業 
  肩  書：社員 
  留学先 ：北京語言大学（中国） 
  留学形態：語学留学 
  留学期間：2001 年９月～2002 年７月 

























































  所  属：神戸大学国際文化学部地域文化学科アジア・太平洋文化論専攻 
  肩  書：学生（４年生） 
  留学先 ：中国人民大学（中国） 
  留学形態：（学部間協定による）交換留学 
  留学期間：2004 年９月～2005 年７月 

























































  所  属：佛教大学文学部中国語中国文学科 
  肩  書：学生（３年生） 
  留学先 ：西北大学（中国） 
  留学形態：交換留学 
  留学期間：2005 年４月～2006 年３月 

























































  所  属：株式会社ムラカミ 海外事業部 
  肩  書：社員 
  留学先 ：中国人民大学（中国） 
  留学形態：（中国政府奨学金による）学部研究生 


























































  所  属：朝日新聞総合サービス株式会社 




     2005年２月～2005年７月（上海戯劇学院） 























































































  所  属：時事通信社 
  肩  書：記者 
  留学先 ：吉林大学（中国） 
  留学形態：（文部省による）派遣留学 

























































































  所  属：在上海日本国総領事館 
  肩  書：副領事 
  留学先 ：復旦大学（中国） 
  留学形態：国際関係・公共事務学院修士課程への正規留学 
  留学期間：2002 年９月～2004 年６月 
























































17．吉田均氏（40 代、男性―後記 27も参照のこと） 
  所  属：山梨県立大学 
  肩  書：国際政策学部助教授 
  留学先 ：香港中文大学（香港） 
  留学形態：大学院修士課程への正規国費留学120 
  留学期間：1988 年８月～1989 年６月 
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  所  属：インフォシス・テクノロジーズ 
  肩  書：エグゼクティブ・セールスサポート＆ビジネスアナリスト 
留学先 ：ジャワハルラル・ネルー大学（インド） 
  留学形態：経営学修士課程への正規留学 
  留学期間：1999 年８月～2001年５月 
























































































  所  属：アーンスト・アンド・ヤング（Ernst & Young Pvt. Ltd.） 
  肩  書：日系企業担当（Executive, Japanese Business Services） 
  留学先 ：ジャワハルラル・ネルー大学（インド） 
  留学形態：修士および博士課程への正規留学 
  留学期間：1999 年 8 月～2005 年 7月 

























































  所  属：なし（フリーランス） 
  肩  書：日本語教師 
  留学先 ：インドネシア大学（インドネシア） 
  留学形態：語学留学 
  留学期間：1998 年８月～1998 年 12 月 

























































  所  属：なし（フリーランス） 
  肩  書：日本語教師 
  留学先 ：韓国外国語大学 
  留学形態：学士課程への正規留学 
  留学期間：2001 年９月～2006 年２月 

























































所  属：映像配給会社 
  肩  書：社員 
  留学先 ：ソウル大学（韓国） 
  留学形態：語学留学及び学部への正規留学 
  留学期間：1999 年３月～2005年 12 月 


























































































  所  属：自由民主党シンクタンク準備室 
肩  書：室長 
留学先 ：マラヤ大学（マレーシア） 
留学形態：大学院課程における聴講生 
留学期間：1982年 3 月～1983年 1月 

























































  所  属：日本貿易振興会・アジア経済研究所 





























































  所  属：石川島播磨重工業株式会社 
  肩  書：社員 
  留学先 ：フィリピン大学（フィリピン） 
  留学形態：社会科学・哲学学部への交換留学 
  留学期間：2003 年４月～2004 年３月 








（２） フィリピン大学で私が在籍したのは、社会科学・哲学学部（Department of 
















































  所  属：株式会社 J.D. Power Asia Pacific 
  肩  書：サービス・アンド・テクノロジー産業グループ部長 
留学先 ：シンガポール国立大学（シンガポール） 
  留学形態：経営学部修士課程への正規留学 
  留学期間：1996 年７月～1998 年５月 






















































































































27．吉田均氏（40 代、男性―前記 17も参照のこと） 
  所  属：山梨県立大学 
  肩  書：国際政策学部助教授 
  留学先 ：台湾師範大学（台湾） 
  留学形態：語学留学 
  留学期間：1984 年３月～1986 年４月 
























































28．除村美幸季（30代、女性）   
所  属：株式会社アルク 
  肩  書：日本語・マルチリンガル教材編集部 副編集長 
  留学先 ：国立政治大学（台湾） 



























































































29. 古川 淳氏（30代、男性） 
  所  属：Nemic-Lambda(M)Sdn.Bhd.社 
  肩  書：アシスタント・セールスマネージャー 
  留学先 ：東呉大学（台湾） 
  留学形態：語学留学 
  留学期間：1995 年８月～1996 年４月 
























































































  所  属：三五物産タイ支店就職内定 
  肩  書：なし 
  留学先 ：チュラロンコン大学（タイ） 
  留学形態：人文学修士課程への正規留学 

























































































  所  属：立教大学社会学部 
  肩  書：学生（３年生） 
  留学先 ：チュラロンコン大学（タイ） 
  留学形態：教育学部への交換留学 
  留学期間：2005 年６月～2006 年３月 
インタビュー実施年月日：2006年４月 26 日 
 






















































































  所  属：専門商社 
  肩  書：社員 
  留学先 ：チュラロンコン大学（タイ） 
  留学形態：人文学修士課程への正規留学 
  留学期間：2003 年 11 月～2006 年６月 



























































  所  属：国際海事大学連合 
  肩  書：コーディネーター 
  留学先 ：シーナカリンウイロート大学（タイ） 
  留学形態：公的資金による人文学部、社会学部への留学 
  留学期間：1992 年４月～1993 年３月 
























































34. 大西好宣（筆者、40 代、男性） 
  所  属：国際連合大学 
  肩  書：プログラム・オフィサー 
  留学先 ：チュラロンコン大学（タイ） 
  留学形態：高等教育学科博士課程への正規留学 

























































































  所  属：なし 
  肩  書：通訳 
  留学先 ：ハノイ総合大学（ベトナム）126 
  留学形態：語学留学＋学部の聴講生 
  留学期間：2001年６月～2004年 10 月 



























































  所  属：流通科学大学 




















































































































































































































































































製造業か、企業規模は従業員 1,000 人以下、1,001 人から 3,000 人、或いはそれ以上か、
 171 
という指標を使った重回帰分析では、回帰式が以下のように得られた。 y はアジア留学
経験者を採用している企業群、 1x は欧米留学経験者を採用している企業群、 2x は製造
業であること、 3x は従業員が 1,001人から 3,000人の大企業であること、 4x は従業員
が 3,001人以上の大企業であること、をそれぞれ表す。 
 















者を採用した企業は全部で 48 社、採用総計は新卒・中途合わせて 382 人（新卒 288 人、
中途 94 人）で、１社１年あたり 2.7 人を採用している計算だ。 
これに対して、アジア留学経験者を採用したと回答した企業はわずか 19社、総採用











































第１位 留学した国・地域に関する知識 差 10.20％ 
第２位 語学力            差 4.71％ 
第３位 異文化への適忚力       差 3.44％ 




第１位 向上心・チャレンジ精神           差 7.67％ 
第２位 語学など以外の一般的コミュニケーション能力 差 6.80％ 




















































































































































































































































11号（2006 年 12 月）、留学生教育学会 
鯉渕信一（2006）「アジア夢カレッジ―キャリア開発中国プログラム：産学連携による
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  １ アメリカ     ２ イギリス          ３ オーストラリア   
    ４ カナダ            ５ ニュージーランド  ６ フランス   
    ７ スペイン     ８ イタリア            ９ ドイツ           




  １ 気にする。 
  ２ 気にしないが、実際に採用されるのは有名大卒が多い。 





  １ ビジネススクール 
  ２ ロースクール 
  ３ 語学・通訳 
４ その他の人文・社会学系 
５ IT/理工学系 
  ６ バイオ・化学・薬学系 
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  ７ その他の自然科学系 
  ８ 特に気にしない 
 
6.  欧米留学経験者のどのようなところをプラスに評価しますか？ 回答者
個人のお考えで結構ですので、お答え下さい（３つまで複数回答可）。 
  １ 語学力 
  ２ 留学した国・地域に関する知識 
３ 交渉力 
  ４ 上記以外の一般的なコミュニケーション能力 
５ 専門知識 












  １ 大いに評価する 
  ２ 尐しは評価する 
  ３ 余り評価しない 























  １ 中国    ２ 台湾    ３ 香港     ４ 韓国      
５ インド  ６ タイ      ７ ベトナム    ８ マレーシア  




  １ 気にする。 
  ２ 気にしないが、実際に採用されるのは有名大卒が多い。 




  １ ビジネススクール 
  ２ ロースクール 
  ３ 語学・通訳 
４ その他の人文・社会学系 
５ 理工学系 
  ６ バイオ・化学・薬学系 
  ７ その他の自然科学系 
  ８ 特に気にしない 
 
6.  アジア留学経験者のどのようなところをプラスに評価しますか？ 回答
者個人のお考えで結構ですので、お答え下さい（３つまで複数回答可）。 
  １ 語学力 
  ２ 留学した国・地域に関する知識 
３ 交渉力 
  ４ 上記以外の一般的なコミュニケーション能力 
５ 専門知識 













  １ 大いに評価する 
  ２ 尐しは評価する 
  ３ 余り評価しない 






















５  ４  ３  ２  １          ０ 





５  ４  ３  ２  １          ０ 









































本業の傍ら、2005 年より 2006年まで桜美林大学総合研究機構・客員研究員、2006 年
春より現在まで学習院女子大学大学院・非常勤講師、2006年秋より経済産業省・日本―
マレーシア経済協力事業・審査委員などを兹務。近著に「プログラム・オフィサー：助
成金配分と社会的価値の創出」（牧田東一らとの共著、学陽書房、2007年１月刊）があ
る。 
 
 
 
 
 
